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第３回仙台市GIGAスクール推進協議会 御意見に対する考え方 
 

 
１ 報告事項（１）「第２回仙台市GIGAスクール推進協議会」の議事録および意見への考え方について 

番
号 

項目 御意見 御意見に対する考え方 関連資料 

１ 端末の活用

率について 

端末活用率について、改善されたのかという

ことを見る必要がある。教育委員会が行った支

援が、有効に機能したかどうかという検証がで

きるので、確認を進めていただきたい。 

今年度は２月頃に端末活用や持ち帰りに
関する調査を実施する予定です。 資料４ 

スライド２ 

２ ICT支援員

の取組につ

いて 

ICT支援員による事例集の内容について、支

援員の活動や仕事の具体や校内での活躍ぶり

が分かるような情報発信もすると良い。 

 委託業者と協議し、次回以降は ICT 支援
員の支援の概要も伝えられるような内容に
していくこととしました。完成後は、仙台
市GIGAスクールサポートサイトに掲載し、
各校へ周知いたします。 

資料４ 
スライド８ 

 
２ 報告事項（２） 各部会の取組について 

①教育の情報化推進部会について 

番
号 

項目 御意見 御意見に対する考え方 関連資料 

３ ネットワー

クに関して 

既に教育委員会で、どのくらいネットワーク

の帯域を使っているか把握していると思うが、

その上で学習に支障の出ないよう必要な対策を

とっていただきたい。 

現在、回線事業者と原因と改善策を検討
中です。早急に対応できるようにしてまい
ります。 
 

資料５－２ 
第5章 

基本方針３

(１)① 

４ 情報活用能

力の年間指

導計画 

学校の実情に応じた情報活用能力の年間指導

計画を教科横断で作成することについて、「教

育の情報化研究委員会」の事例を各学校に紹介

しながら、市全体で取り組めると良い。 

 ２月に実施予定の教育センター研究発表
会において、オンデマンド事例発表の予定
です。教育センターのHPにも資料を掲載し
ます。 

資料４ 
スライド４ 

５ 教室の提示

装置につい

て 

現在小中学校に配備されている提示装置の耐

用年数及び使用年数に伴う機能の低下が気にな

っている。子供の健康面に悪影響が出ないよう

確認していっていただきたい。 

小学校の大型提示装置は、整備後長期間
使用しているものが多くあることから、入
替について懸案事項として認識しており、
教育予算を勘案しながら、入替に向け検討
をしてまいります。 

資料５－２ 
第5章 

基本方針３

(１)① 

６ データ活用 現在利用している学習支援ソフトでは、学習

データの収集や分析ができていない。データ活

用をどのようにするのか、ツールの開発、授業

の開発も含めて、今後取り組む必要がある。 

 どのようなデータを収集・整理・分析す
ることが子供や教員にとって有効なのかを
専門的知識を有する民間企業のノウハウを
生かしながら検討を始めたところです。で
きるだけ早い時期に、会議体を組織して検
討を進めていきたいと考えています。 

資料４ 
スライド11 

 
②家庭の情報モラル推進部会について 

番
号 

項目 御意見 御意見に対する考え方 関連資料 

７ 情報セキュリ

ティの取扱 

情報セキュリティを考えると、心の問題だ

けでなく、知識や技術に対する理解、法律に

対する理解に関しても情報活用力全体として

育成を図る必要がある。そういった点も、啓

発できるような進め方が良いと思う。 

情報セキュリティについての知識を得
て、自ら判断し、対処できる力や態度を身
に付けることが求められており、次年度の
リーフレットに記載する内容の重点の１つ
として考えています。 

資料３   
 ２ 

８ 学校での活用

の工夫 

学校において、リーフレットの使い方、家庭

への伝え方など、特にここは見て欲しいところ

を示し、積極的に使うための働きかけをすると

良い。 

今年度、リーフレット配布時に、教員向
け活用例及び家庭向けにも概要と共に趣旨
等をまとめ、各校へ通知しています。 

資料３ 
１(２)③ 

９ 学校での指導

について 

学校に周知する際、二次元コードから視聴で

きる教材に付随した文科省の指導用の手引き等

もあることを知らせると、学校では、それを参

照しながら授業を考えることができるので紹介

して欲しい。 

各学校への、指導用の手引き等の周知方
法について今後検討してまいります。 

－ 

資料１－２ 
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３ 協議事項 

（１）「（仮称）仙台市学校教育情報化推進計画」最終案素案について 

番
号 

項目 御意見 御意見に対する考え方 関連資料 

10 教員研修の具

体 

ICTを活用することの研修や授業が、道具

の使い方にばかりフォーカスした話にならな

いように、そもそも授業づくりや子供が主体

的・協働的に学ぶ風土が育つ学級づくりなど

もセットにして、ICTを活用するというこ

と、１人１台端末を活用するということを考

えられるような研修体系を作って欲しい。 

令和５年度の ICT 関連研修では、１人１
台端末の活用を前提として、学習を活性化
させる方法を学ぶ研修を計画しています。
教員が目的に応じて研修を選択できるよ
う、ICT 活用指導の習熟に応じて、ツール
の特性を授業に生かす研修内容となるよう
整理していきます。 

資料４ 
スライド８ 

11 教育データの

利活用 

教育データの利活用として、学習履歴だけ

ではなく、生活面の履歴も吸い上げながら、

多面的に、多層的に見ることができるように

なると、今までよりももっと一人一人の子供

の理解を深めることができる。簡単な話では

ないので、早目に準備に取りかかり課題を整

理して、方向性を定めていくことが大事だと

思う。今後どのように考えていくのか知りた

い。 

 どのようなデータを収集・整理・分析
することが子供や教員にとって有効なのか
を専門的知識を有する民間企業のノウハウ
を生かしながら検討を始めたところです。
できるだけ早い時期に、会議体を組織して
検討を進めていきたいと考えています。 

資料４ 
スライド11 

12 研修内容・状

況の周知 

教育センターでは、どのような研修を実施

しているのか、先生方を応援するために、こ

んなプログラムがあるということがあるだけ

でも伝えていったら良い。 

年度始めに研修一覧が冊子となって各学
校に配付していますが、継続的に周知がな
されるよう工夫する必要があると考えてお
り、教育センター通信「かっこう」等で、
研修の様子や予定等を定期的に通知してい
ます。 

資料６ 
p14  

13 情報活用能力

意識調査の結

果から 

中学校のプログラミングのＣ３・Ｃ４の観

点が、非常に落ち込んでいる。技術・家庭科

に限らず、どの教科でもプログラミングのア

ルゴリズムの考え方とか、図示化の方法につ

いて事例を提示していくことが必要。 

 各学校においてスキル育成のための取組
のイメージを持つことができるように、プ
ログラミング・ＳＴＥＡＭ教育推進校にお
ける実践事例を発信してまいります。 

資料４ 
スライド５ 

14 体育館のネッ

トワーク 

体育館へのネットワーク構築はずっと話題

になっている。優先度を上げて進めていただ

きたい。 

校内から、LAN ケーブルを延長しても体
育館の Wi-Fi 環境を整えることが困難な学
校についてＬＴＥ通信のルータを配備する
予算を確保できる見通しです。 

資料５－２ 

第5章 

基本方針３ 

(１)① 
15 高等学校の

ICT環境につ

いて 

普通教室だけでなく、特別教室でも同じよ

うにICTを使った授業ができる環境が必要。

さらに、教員のICTスキルを高める研修につ

いても、専門性の高い高校の授業にマッチし

た内容も視野に入れて、充実をお願いした

い。 

各学校の ICT 環境の更新時期に学校の要
望を伺いながら、各教室の Wi-Fi 環境の改
善を進めているところです。 
また、研修については、今年度高校の 1

人 1台環境を整備したことから、基礎的な
研修を中心に行っておりましたが、今後
は、教科の内容も視野に入れるなど、応用
的な研修の実施に向けて検討を行ってまい
ります。 

資料５－２ 

第5章 

基本方針３ 

(１)① 
 
資料６ 
p15 

16 市民への周知

について 

GIGAスクールの取組が具体的な姿として理

解してもらえるような掲載内容の改善、及び

GIGAスクールサポートサイトの掲載情報がど

の程度伝わっているのか、どんな伝え方なら

ばより伝わるのか等、今後進めていただきた

い。 

 保護者のニーズも捉えながら、ウェブサ
イトの形がどのようなものであればよいの
か検討し、改善に努めてまいります。 

資料５－２ 

第5章 

基本方針４ 

(２)④ 

 


